
中
国
朝
鮮
族
の
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
と
漢
語

　
　
　
－
一
九
五
七
年
の
『
延
辺
日
報
』
紙
面
上
の
「
朝
鮮
語
純
潔
化
討
論
」

を
中
ひ
に
ー

コ
ノ権

ヨ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
ン

寧
　
　
　
俊

（83）　申国朝鮮族のr朝鮮語純化運動」と漢語

は
じ
め
に

　
現
在
、
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
）
に
は
五
五
に
の
ぼ

る
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
人
口
で
は
朝
鮮
族
は

第
二
二
位
に
あ
た
り
、
約
一
九
二
万
人
が
居
住
し
て
い
る
。
彼
ら

は
主
に
吉
林
省
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
（
以
下
、
延
辺
）
・
長
白

朝
鮮
族
自
治
県
、
黒
龍
江
省
、
遼
寧
省
な
ど
中
国
東
北
三
省
に
集

　
　
　
（
1
）

中
し
て
い
る
。

　
中
国
で
は
、
建
国
初
期
以
来
、
少
数
民
族
の
民
族
語
問
題
は
民

族
政
策
の
中
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
法
制
面
で
は
、
建
国
当
初

か
ら
民
族
語
の
使
用
と
民
族
語
に
よ
る
氏
族
教
育
の
自
由
と
が
保

障
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
民
族
語
の
漢
語
化
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
延
辺
の
朝
鮮
語
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向

が
強
く
見
ら
れ
た
。

　
た
と
え
ば
現
在
、
延
辺
で
は
、
叫
一
亙
（
申
し
込
み
）
・
オ
世

（
卸
売
り
）
二
亙
叫
（
番
号
）
二
亙
叫
（
看
護
婦
）
等
の
こ
と
ぱ
が

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
は
、
朝
鮮
語
の

本
来
の
語
彙
中
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
漢
語
の
語
彙
か
ら
朝
鮮

語
に
「
侵
入
」
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
延
辺
朝
鮮
語
に
た
い
す
る

漢
語
の
侵
入
は
近
年
に
発
生
し
た
問
題
で
は
な
く
て
、
建
国
（
四

九
年
）
以
来
た
え
ま
な
く
生
じ
て
き
た
現
象
で
あ
る
。
延
辺
朝
鮮

語
の
研
究
者
は
、
そ
の
「
侵
入
」
の
防
御
に
精
カ
を
注
い
で
き
た
。

彼
ら
の
漢
語
侵
入
に
た
い
す
る
反
応
は
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
と

し
て
展
開
さ
れ
た
。

　
朝
鮮
族
の
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
は
、
　
一
九
五
七
年
三
月
か
ら

六
月
ま
で
中
共
延
辺
自
治
州
委
員
会
機
関
紙
の
『
延
辺
日
報
』
紙
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上
で
行
な
わ
れ
た
朝
鮮
語
純
潔
化
討
論
（
以
下
、
「
紙
上
討
論
」
）

で
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
紙
上
討
論
」
を
契
機
と
し
て
、
朝
鮮
族

の
あ
い
だ
で
は
朝
鮮
語
規
範
問
題
に
た
い
す
る
意
識
が
深
め
ら
れ

た
。
こ
の
「
紙
上
討
論
」
は
朝
鮮
語
の
規
範
化
を
め
ぐ
る
方
向
づ

け
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
六
六
年
三

月
に
は
「
延
辺
自
治
州
歴
塞
言
語
研
究
所
」
に
よ
っ
て
『
朝
鮮
語

名
詞
・
術
語
規
範
化
暫
定
方
案
（
草
案
）
』
が
採
択
さ
れ
た
。
「
朝

鮮
語
純
化
運
動
」
は
、
建
国
後
の
韓
国
で
行
な
わ
れ
た
民
族
語
の

回
復
運
動
、
．
「
国
語
（
韓
国
語
）
純
化
運
動
」
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
韓
国
の
「
国
語
（
韓
国
語
）
純
化
運
動
」
は
、
「
反
日
」
精

神
に
基
づ
き
目
本
語
の
使
用
を
徹
底
し
て
排
撃
し
、
日
本
語
の
言

語
的
影
響
－
か
ら
「
国
語
」
の
地
位
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
運
動
で

あ
づ
た
。
他
方
で
、
朝
鮮
族
の
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
は
、
漢
語

か
ら
少
数
民
族
言
語
で
あ
る
朝
鮮
語
を
守
ろ
う
と
す
る
意
志
を
表

わ
す
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
運
動
」
に
参
加
し
た
崔
允
甲
（
朝

鮮
語
学
者
）
は
、
「
（
運
動
に
よ
っ
て
）
中
国
の
朝
鮮
語
に
お
け
る

語
彙
規
範
原
則
は
、
南
北
朝
鮮
の
朝
鮮
語
と
比
較
し
て
も
体
系
的

　
　
　
　
　
〔
2
）

に
定
義
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
、
「
運
動
」
の
意
義
を
高
く
評
価
し

た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
「
朝
鮮
語
純
潔
化
論
」
は
五
〇
年
代
の
整

風
運
動
時
代
に
は
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
、
「
運
動
」
に
参
加
し
た

多
く
の
朝
鮮
語
研
究
者
は
「
地
方
民
族
主
義
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
れ
た
。

　
本
稿
で
は
、
如
上
の
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
の
過
程
と
そ
の
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

数
民
族
言
語
政
策
上
の
意
義
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
日

本
に
お
け
る
先
行
研
究
に
お
い
て
は
考
察
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
課

題
で
あ
る
。
近
年
の
目
本
に
お
い
て
も
、
中
国
の
少
数
民
族
言
語

政
策
を
め
ぐ
る
研
究
は
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
族

の
言
語
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
大
村
益
夫
、
岡
村
雅
享
、
植
田
晃
次

　
　
　
　
　
　
（
4
）

氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
崔
允
甲
、
ソ
・
ヨ
ン
ソ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

リ
・
ユ
ン
キ
ュ
ら
の
研
究
が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
如
上
の
研
究

の
主
た
る
対
象
は
、
文
化
大
革
命
期
以
降
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前

の
時
代
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
考
察
は
不
十
分
で
あ
る
。
中
国
に

お
け
る
如
上
の
研
究
は
朝
鮮
語
の
言
語
分
析
が
中
心
で
あ
っ
て
、

漢
語
と
少
数
民
族
言
語
で
あ
る
朝
鮮
語
と
の
歴
史
的
な
交
流
の
過

程
に
つ
い
て
の
考
察
が
欠
け
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
資
料

収
集
の
困
難
が
大
き
く
、
中
国
に
お
い
て
は
民
族
語
の
「
復
権
」

を
主
張
す
る
こ
と
は
長
い
あ
い
だ
政
治
的
に
敏
感
な
問
題
で
あ
っ

た
。
以
上
の
要
因
が
本
稿
の
課
題
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
欠
落
の

要
因
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
近
年
中
国
で
刊

行
さ
れ
た
研
究
や
資
料
に
依
拠
し
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
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「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
の
展
開

　
ま
ず
、
建
国
以
前
の
中
国
東
北
部
に
お
け
る
朝
鮮
語
使
用
に
つ

い
て
述
べ
て
お
く
。
民
国
前
期
の
東
北
軍
閥
時
代
は
漢
語
の
使
用

を
強
制
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
「
満
州
国
」
時
代
に
は
、
周
知
の
よ

一
う
に
日
本
語
が
強
要
さ
れ
て
民
族
語
と
し
て
の
朝
鮮
語
は
抹
殺
さ

れ
た
。
四
〇
年
代
後
半
の
短
い
国
共
内
戦
時
代
に
は
、
戦
争
に
忙

殺
さ
れ
た
中
国
共
産
党
に
は
、
朝
鮮
語
を
ふ
く
め
た
民
族
語
政
策

を
立
案
し
運
用
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
α
中
共
は

朝
鮮
民
族
を
少
数
民
族
と
認
定
す
る
政
策
を
採
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
本
稿
が
議
論
し
よ
う
と
す
る
漢
語
の
朝
鮮
語
語
棄
へ
の

「
侵
入
」
問
題
も
ほ
と
ん
ど
民
族
政
策
の
問
題
に
は
な
り
え
な
か

つ
た
。

　
一
九
五
二
年
九
月
三
日
に
「
朝
鮮
民
族
自
治
区
」
が
正
式
に
設

立
さ
れ
た
。
白
治
区
が
発
足
す
る
と
、
朝
鮮
語
規
範
化
の
基
準
を

変
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
始
め
た
。
こ
れ
は
、
五
七
年
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
へ
の
最
初
の
動
き
で

あ
っ
た
。
自
治
区
で
は
、
建
国
初
期
ま
で
使
用
し
て
い
た
「
ハ
ン

グ
ル
綴
り
方
統
一
案
」
に
よ
る
ソ
ウ
ル
標
準
語
を
や
め
て
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
（
平
壌
）
の
こ
と
ぱ
を
標
準
語
と
し
て
使
用
し
よ
う
、
と
い

う
声
が
高
ま
っ
た
。
五
二
年
四
月
に
、
延
辺
自
治
区
の
初
代
主

席
・
朱
徳
海
は
、
「
我
が
民
族
の
新
聞
・
刊
行
物
の
言
語
は
、
ピ

ョ
ン
ヤ
ン
を
標
準
と
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朝
鮮
統
一
の
の

ち
に
は
、
ソ
ウ
ル
の
こ
と
ぱ
を
標
準
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」

　
　
　
　
（
6
）

と
表
明
し
た
。
地
域
指
導
者
の
こ
う
し
た
方
針
提
起
を
う
け
て
、

五
四
年
四
月
か
ら
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北

朝
鮮
）
の
「
朝
鮮
語
綴
り
方
」
を
基
準
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
朝
鮮
語
規
範
化
に
お
け
る
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
抗
米
援
朝
政

策
が
あ
づ
た
。
同
じ
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
ち
、
地
理
的

に
近
い
北
朝
鮮
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
こ
と
ば
を
標
準
語
と
す
る
こ
と

は
、
当
時
の
中
国
朝
鮮
族
に
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
の
北
朝
鮮
で
は
、
「
朝
鮮
語
綴
り
方
」
が
ま
だ
統
一
さ
れ
て

　
　
　
（
7
）

い
な
か
っ
た
。
規
範
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
こ
と

ば
を
基
準
と
す
る
と
い
う
朱
徳
海
の
発
言
は
、
言
語
政
策
の
観
点

か
ら
い
え
ば
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
抗
米
援
朝
政
策
の

実
施
を
宣
伝
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
当
時

の
北
朝
鮮
で
も
、
ソ
ウ
ル
の
こ
と
ば
が
朝
鮮
語
の
標
準
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
延
吉
で
は
、
五
三
年
に
出
版
社
・
新
聞
社
・
放
送
局
を
中
心
と

し
た
「
朝
鮮
語
術
語
統
一
委
員
会
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
委
員
会
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は
、
中
国
建
国
以
来
最
初
に
朝
鮮
語
規
範
化
問
題
を
扱
っ
た
組
織

で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
、
五
四
年
ま
で
に
二
回
の
会
議
を
ひ
ら
き
、

約
二
〇
〇
余
の
単
語
を
規
範
化
し
て
、
そ
れ
ま
で
各
分
野
で
統
一

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
用
語
の
名
詞
・
術
語
を
統
一
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
ピ
冒
ン
ヤ
ン
の
こ
と
ば
を
統
一
的
な
基
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
五
四
年
十
二
月
に
、
中
共
中
央
の
指
示
に
よ
っ
て
「
朝
鮮
語
版

毛
沢
東
選
集
出
版
委
員
会
」
（
以
下
、
「
選
集
出
版
委
」
）
が
設
置

さ
れ
た
。
前
記
「
術
語
統
一
委
員
会
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
毛
沢

東
選
集
の
翻
訳
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
う
た
。
「
選
集
出
版

委
」
の
構
成
員
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
主
任
委
員
は
朱
徳
海

（
延
辺
自
治
区
人
民
政
府
圭
席
）
、
副
主
任
委
員
は
シ
ャ
ソ
ン
リ
目
．

（
モ
ン
ゴ
ル
族
・
北
京
民
族
出
版
社
の
社
長
）
、
委
員
は
ベ
グ
ク

（
自
地
区
党
委
宣
伝
部
部
長
）
・
李
ヒ
イ
ル
（
東
北
朝
鮮
人
民
報
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
〕

筆
）
・
林
民
稿
（
延
辺
大
学
副
学
長
）
等
で
あ
っ
た
。
「
選
集
出
版

委
」
は
、
五
六
年
六
月
に
は
朝
鮮
語
訳
『
毛
選
集
』
の
第
一
巻
を
、

五
六
年
十
二
月
に
は
第
二
巻
を
、
五
七
年
に
は
第
三
巻
を
出
版
し

た
。
朝
鮮
語
訳
『
毛
選
集
』
は
、
朝
鮮
語
の
規
範
化
作
業
（
語
彙

の
統
一
化
）
と
平
行
し
て
出
版
さ
れ
た
た
め
に
、
全
国
の
朝
鮮
語

メ
デ
ィ
ア
用
語
を
統
一
す
る
出
発
点
に
な
う
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
業
の
過
程
で
、
「
朝
鮮
語
規
範
化
に
ど

こ
ま
で
漢
語
を
借
用
す
る
か
」
と
い
う
問
題
と
、
「
純
粋
な
民
族

語
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問
題
が
、
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
時
あ

た
か
も
「
百
家
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
時
代
で
あ
り
た
。
五
六
年

四
月
の
毛
沢
東
の
提
起
を
受
け
て
〔
同
年
七
月
一
日
に
は
中
共
中

央
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
が
社
説
を
掲
げ
て
公
式
に
「
百
家
斉

放
」
を
提
唱
し
た
。
こ
う
し
て
、
沈
黙
を
続
け
て
い
た
知
識
人
た

ち
も
少
し
づ
つ
全
国
各
地
で
政
府
や
中
共
に
た
い
し
て
自
己
の
見

解
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
政
治
的
自
由
化
の
な

か
で
、
五
七
年
初
め
に
延
辺
で
も
「
朝
鮮
語
純
潔
化
論
」
を
め
ぐ

る
注
目
す
ぺ
き
討
論
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
『
延
辺
日
報
』

編
集
部
の
主
催
で
延
辺
大
学
・
延
辺
教
育
出
版
社
・
延
辺
放
送

局
・
中
国
作
家
協
会
延
辺
分
会
等
の
責
任
者
や
朝
鮮
語
関
係
者
等

二
〇
余
名
を
集
め
て
開
か
れ
た
座
談
会
で
あ
っ
た
。

　
「
朝
鮮
語
純
潔
化
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
更
に
同
年
三
月
一
日

－
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
『
延
辺
同
報
』
．
紙
上
で
続
け
ら
れ
た
。

「
紙
上
討
論
」
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
同
紙
編
集
部
は
次
の
よ

　
　
　
　
（
1
0
）

う
に
提
起
し
た
。
「
言
語
は
労
働
と
生
活
の
な
か
で
生
ま
れ
、
そ

こ
で
発
展
ま
た
は
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
と
人
と
の

問
の
思
想
・
感
惰
・
意
志
を
表
現
す
る
一
番
重
要
な
道
具
で
あ
る
。
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民
族
言
語
は
、
そ
の
民
族
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ

る
。
民
族
言
語
の
十
分
な
使
用
あ
る
い
は
そ
の
純
潔
化
と
発
展
は
、

そ
の
民
族
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
発
展
に
重
大
な
役
割
を
は
た

す
。
（
省
略
）
本
編
集
部
は
、
民
族
言
語
の
使
用
を
重
視
し
そ
の

純
潔
化
と
発
展
の
た
め
に
、
討
論
会
を
行
な
う
。
我
わ
れ
は
、
こ

の
討
論
を
通
じ
て
我
が
民
族
言
語
使
用
に
お
け
る
欠
陥
と
困
難
と

を
解
決
し
、
朝
鮮
語
の
純
潔
化
と
そ
の
発
展
と
に
寄
与
し
よ
う
と

す
る
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
「
紙
上
討
論
」
で
は
、
合
計
十
九
編
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
。

主
要
な
論
点
は
、
民
族
言
語
を
重
要
視
す
る
主
張
（
「
朝
鮮
語
純

潔
化
論
」
）
と
、
朝
鮮
語
規
範
化
の
方
法
と
原
則
と
を
ど
の
よ
う

に
確
立
す
る
か
と
い
う
問
題
と
の
二
点
で
あ
っ
た
。

　
「
紙
上
討
論
」
に
参
加
し
た
崔
允
甲
は
、
朝
鮮
語
規
範
化
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
螂
）

題
を
め
ぐ
づ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
解
放
後
の
朝
鮮
語
は
、

中
国
と
い
う
政
治
・
経
済
・
文
化
の
異
な
る
環
境
で
発
展
し
て
き

た
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
朝
鮮
語
に
は
大
き
な
変
化
が
現
れ
た
。

こ
う
し
た
変
化
に
た
い
し
て
は
、
新
た
な
規
範
化
を
す
る
必
要
性

が
あ
る
」
。
ま
た
、
「
中
国
に
お
け
る
朝
鮮
語
規
範
問
題
は
、
朝
鮮

語
全
部
門
に
お
け
る
規
範
で
は
な
く
、
語
彙
規
範
化
問
題
を
中
心

に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
く
に
漢
語
借
用
語
の
処
理
問
題
が

重
要
で
あ
る
L
。
崔
允
甲
の
主
張
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
な

ら
ぱ
、
中
国
と
い
う
政
治
・
経
済
・
文
化
の
異
な
る
環
境
の
な
か
．

で
朝
鮮
語
が
借
用
し
た
語
彙
、
例
え
ば
、
主
席
・
国
務
院
・
総

理
・
書
記
な
ど
の
言
葉
は
朝
鮮
語
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

他
方
で
、
朝
鮮
語
の
標
準
語
の
な
か
に
規
範
化
さ
れ
た
言
葉
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
語
か
ら
借
用
さ
れ
た
語
彙
、
例
え
ば
、

工
人
階
級
・
課
本
・
照
顧
な
ど
の
言
葉
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旧
〕

　
金
学
錬
（
延
辺
大
学
朝
鮮
文
学
部
）
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

「
新
た
な
単
語
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
ま
ず
朝
鮮
語
の
範
囲
内
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
漢
語
を
借
用
す
る
と
き
に
は
、

朝
鮮
族
人
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
朝
鮮
語
化
さ
れ
た
漢
字
語

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

　
李
浩
源
（
副
州
長
）
は
、
朝
鮮
語
純
潔
化
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
M
）

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
民
族
語
の
純
潔
化
と
は
、
純
粋
な
在
来

の
自
民
族
語
だ
け
を
使
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
朝
鮮

民
族
全
体
が
使
用
す
る
こ
と
ぱ
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
で
あ
る
」
。

ま
た
、
李
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
た
。
「
必
要
な
外
来
語
を
朝
鮮

語
に
導
入
す
る
こ
と
は
、
わ
が
民
族
語
の
純
潔
性
を
汚
す
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
わ
が
民
族
語
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
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他
方
で
、
許
デ
ジ
ン
（
延
辺
教
育
出
版
社
朝
鮮
語
編
集
室
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

員
）
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
漢
族
が
使
用
す
る
こ
と
ぱ

（
漢
語
）
を
、
新
た
杢
言
葉
と
し
て
そ
の
ま
ま
導
入
し
、
朝
鮮
語

に
音
読
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ぱ
は
民
族
語
の
特

性
に
合
わ
な
い
た
め
に
、
民
族
語
の
純
潔
性
を
破
壊
す
る
と
い
う

問
題
が
発
生
す
る
」
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
朝
鮮
語
規
範
化
問
題
と
朝
鮮
語
純
潔
化
問
題

と
を
め
ぐ
る
有
益
か
つ
活
発
な
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。

二

反
右
派
闘
争
以
降
に
お
け
る
漢
語
の
朝
鮮
語

へ
の
「
侵
入
」
問
題

　
し
か
し
、
「
共
産
党
の
反
官
僚
主
義
、
反
セ
ク
ト
主
義
、
反
主

観
主
義
の
是
正
」
を
め
ざ
す
整
風
運
動
は
、
一
九
五
七
年
六
月
八

日
の
『
人
民
日
報
』
社
説
（
毛
沢
東
執
筆
）
以
降
、
「
反
右
派
闘

争
」
へ
と
風
向
き
を
変
か
た
。
同
年
九
王
一
〇
月
以
降
、
「
右
派

分
子
」
に
た
い
す
る
総
攻
撃
が
全
国
各
地
で
始
め
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
政
治
的
潮
流
は
朝
鮮
語
規
範
化
論
争
に
も
大
き
な
影
響
を
あ

た
え
た
。
朝
鮮
語
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
立
場
は
、
「
地

方
民
族
主
義
思
想
」
、
「
ブ
ル
ジ
目
ア
階
級
の
言
語
的
観
点
」
と
し

て
批
判
の
対
象
と
な
う
た
。
そ
の
た
め
に
、
「
紙
上
討
論
」
で
主

張
さ
れ
た
論
理
は
、
異
端
の
思
想
と
し
て
徹
底
的
に
排
斥
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ぱ
延
辺
日
報
社
で
は
、
副
主
筆
で
あ
る

黄
舜
明
を
は
じ
め
と
し
て
、
社
員
の
李
宗
岩
・
金
庚
郁
・
韓
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
〕

春
・
金
仁
俊
・
劉
福
坤
等
が
「
右
派
分
子
」
と
し
て
非
難
さ
れ
、

五
八
年
春
以
降
は
「
反
右
派
闘
争
」
は
一
層
苛
酷
な
も
の
と
な
っ

た
。　
五
七
年
二
一
月
＝
百
に
は
、
「
延
辺
朝
鮮
語
文
研
究
会
準
備
委

員
会
」
（
以
下
、
「
延
辺
朝
文
準
備
委
」
）
が
設
立
さ
れ
た
。
「
延
辺

朝
文
準
備
委
」
は
、
五
八
年
三
月
か
ら
五
九
年
ま
で
非
定
期
内
部

刊
行
物
と
し
て
『
語
文
参
考
資
料
』
を
刊
行
し
、
当
時
の
中
共
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

央
の
言
語
政
策
を
宣
伝
し
た
。

　
五
八
年
三
月
二
八
日
か
ら
四
月
ニ
ハ
日
ま
で
、
中
央
政
府
の
少

数
民
族
問
題
を
管
轄
す
る
官
庁
で
あ
る
中
央
民
族
事
務
委
員
会
と

中
国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
部
と
に
よ
る
第
二
次
少
数
民
族
語
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

科
学
討
論
会
（
以
下
、
第
二
次
討
論
会
）
が
北
京
で
開
・
か
れ
た
。

こ
の
討
論
会
に
は
全
国
の
少
数
民
族
代
表
二
ニ
ハ
名
が
参
加
し
、

少
数
民
族
の
文
字
作
製
・
文
字
字
母
形
式
な
ど
の
問
題
を
討
議
し

た
。　
討
論
会
で
は
、
新
た
な
名
詞
や
術
語
の
制
定
間
題
も
討
論
さ
れ

た
。
討
論
会
の
議
論
か
ら
、
中
国
政
府
が
漢
語
と
民
族
語
と
の
関
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係
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
提
出
さ
れ
た
論
点
は
次
の
し
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
第
一
点
：
「
少
数
民
族
が
、
中
国
の
状
況
に
し
た
が
っ
て
漢

語
の
新
た
な
名
詞
や
術
語
を
借
用
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
民
族
の

言
語
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
。
第
二
点
－
「
漢
族
は
中
国

の
主
体
民
族
と
し
て
人
口
も
多
く
、
政
治
・
経
済
・
文
化
も
比
較

的
に
発
展
し
て
い
る
。
言
語
の
面
で
も
、
語
彙
と
く
に
名
詞
・
術

語
が
豊
か
で
あ
る
か
ら
、
漢
語
と
漢
文
は
す
で
に
わ
が
各
少
数
民

族
の
教
材
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
各
少
数
民
族
が
新
た

な
名
詞
．
術
語
を
制
定
す
る
と
き
に
は
、
漢
語
の
語
棄
か
ら
借
用

し
て
少
数
民
族
の
言
語
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
な
方
法

で
あ
る
」
。
第
三
点
：
「
少
数
氏
族
言
語
調
査
隊
に
よ
る
と
、
わ

が
国
の
少
数
民
族
言
語
の
な
か
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
漢
語
が
交

じ
っ
て
お
り
、
漢
語
の
な
か
に
も
他
の
少
数
民
族
言
語
の
語
彙
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
漢
語
借
用
語
が
少
数
民
族
の
言
語
に
な

っ
た
た
め
に
、
各
民
族
の
間
の
接
触
、
相
互
の
学
習
ま
た
は
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

交
流
を
便
利
な
ら
し
め
て
い
る
」
。

　
以
上
の
論
点
に
し
た
が
っ
て
、
五
八
年
当
時
の
少
数
民
族
語
文

事
業
に
お
い
て
は
、
漢
語
重
視
の
立
場
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会

主
義
思
想
」
、
民
族
語
重
視
の
立
場
は
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
族
主
義

思
想
L
の
表
現
と
さ
れ
た
。
後
者
は
ま
た
、
「
地
方
民
族
主
義
思

想
」
と
し
て
も
批
判
さ
れ
た
。

　
五
八
年
四
月
の
『
人
民
日
報
』
は
、
当
時
の
争
点
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
た
。
「
少
数
民
族
の
な
か
の
一
部
の
人
々
は
、
語
文

事
業
の
な
か
で
『
差
異
』
『
分
化
』
『
純
潔
』
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
階
級
の
観
点
の
表
現
で
あ
る
。
『
差
異
』
と

は
、
言
語
澗
の
距
離
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
共
通
性
を
抹
殺
し
、
言

語
の
差
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
し
て
言
語
の
種
類
と
文

字
の
種
類
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

『
分
化
』
と
は
、
文
字
が
あ
る
民
族
と
他
の
民
族
と
の
問
で
相
互

に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
せ
ず
、
多
く
の
方
言
を
も
つ
一

つ
の
民
族
の
な
か
で
同
じ
文
字
法
案
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
「
同
一
民
族
で
な

け
れ
ぱ
言
語
の
文
字
連
盟
を
実
行
す
る
の
も
無
理
で
あ
る
と
す
る

考
え
で
あ
る
。
『
純
潔
』
と
は
、
民
族
語
の
純
潔
化
だ
け
を
強
調

す
る
考
え
で
あ
る
。
『
純
潔
』
の
主
張
は
、
民
族
言
語
の
な
か
で

人
民
が
す
で
に
使
用
し
て
い
る
漢
語
や
他
の
民
族
語
か
ら
の
借
用

語
を
批
判
し
、
自
民
族
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
民
族
間
の

文
化
交
流
、
互
い
の
学
習
、
民
族
言
語
の
互
い
の
借
用
は
、
自
民

族
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
族
文
化
を
充
実
し
豊
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＾
2
0
）

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
L
。

　
北
京
で
開
か
れ
た
「
第
二
次
討
論
会
」
の
方
針
．
に
し
た
が
っ
て
、

五
八
年
九
月
一
一
日
に
は
延
吉
で
「
延
辺
第
一
次
語
文
工
作
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
〕

議
」
（
以
下
、
延
辺
第
一
■
次
会
議
）
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
で

は
、
朝
鮮
語
事
業
に
お
け
る
「
地
方
民
族
主
義
」
が
批
判
さ
れ
、

民
族
の
団
結
と
社
会
主
義
建
設
を
朝
鮮
語
事
業
の
目
的
と
定
め
た
。

会
議
で
は
、
建
国
初
期
に
お
け
る
朝
鮮
語
事
業
を
「
差
異
」
「
分

化
」
「
純
潔
」
と
い
う
「
間
違
っ
た
方
法
」
で
解
決
し
よ
う
と
し

た
の
は
、
「
地
方
民
族
主
義
思
想
」
と
「
民
族
的
排
他
主
義
思
想
」

に
よ
る
も
の
だ
づ
た
、
と
い
う
批
判
が
行
な
わ
れ
た
。

　
「
延
辺
第
一
次
会
議
」
終
了
後
の
九
明
二
五
目
に
、
『
延
辺
日

報
』
は
「
地
方
民
族
主
義
思
想
」
批
判
の
社
説
を
掲
げ
た
。
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
論
理
で
あ
っ
た
。
「
第
一
に
、
自
治
区
の
成
立
以

来
漢
語
が
朝
鮮
語
の
発
展
に
一
方
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い

う
観
点
は
狭
隆
な
地
方
民
族
主
義
で
あ
る
。
第
二
に
、
狭
隆
な
地

方
民
族
主
義
者
ら
は
、
朝
鮮
語
文
事
業
に
お
け
る
『
差
異
』
『
分

化
』
を
強
調
し
す
ぎ
た
た
め
に
、
社
会
主
義
的
民
族
言
語
を
疎
か

に
し
た
。
新
た
な
名
詞
・
術
語
を
規
範
化
す
る
と
き
に
民
壌
言
語

の
純
潔
化
を
強
調
し
た
た
め
に
、
漢
語
や
他
民
族
語
か
ら
の
借
用

を
排
除
し
た
。
今
後
は
、
朝
鮮
語
が
他
の
言
語
か
ら
語
彙
を
借
用

す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
漢
語
か
ら
自
覚
的
に
借
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
第
三
に
、
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
の
こ
と
ば
を
標
準
語
と
し
、
朝

鮮
と
統
一
さ
せ
る
と
い
う
思
想
は
、
地
方
民
族
主
義
的
思
想
で
あ

る
。
第
四
に
、
『
朝
鮮
語
は
高
度
の
科
学
性
を
も
つ
す
ぐ
れ
を
言

語
で
あ
る
』
と
か
『
朝
鮮
語
は
複
雑
な
科
学
理
論
と
微
妙
な
感
情

の
表
現
も
十
分
に
表
わ
せ
る
基
本
的
な
語
彙
を
も
っ
て
い
る
』
な

ど
と
い
う
よ
う
な
『
朝
鮮
語
優
秀
論
』
は
反
動
的
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
階

級
の
民
族
優
越
論
で
あ
る
。
第
五
に
、
朝
鮮
語
文
事
業
に
お
け
る

復
古
主
義
思
想
と
排
他
主
義
的
思
想
は
、
朝
鮮
語
規
範
化
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

で
漢
語
の
借
用
に
反
対
す
る
論
拠
と
な
づ
た
L
。
こ
う
し
て
朝
鮮

語
純
潔
化
論
の
立
場
は
完
膚
無
き
ま
で
に
否
定
さ
れ
る
一
一
と
に
な

つ
た
。

　
以
上
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
反
右
派
闘
争
時
期
の
朝
鮮
語
事
業
に

お
い
て
は
、
「
地
方
民
族
主
義
」
的
な
朝
鮮
語
規
範
が
批
判
さ
れ
、

漢
語
借
用
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
立
場
を
擁
護
し
て
、
五
八
年
一
一
月
六
日
の
『
延
辺
目
報
』
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
一
連
の
討
論
過
程
で
現
れ

た
共
通
の
誤
り
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
漢
語
を
盲
目

的
に
と
り
い
れ
た
た
め
に
朝
鮮
語
の
社
会
活
動
面
、
生
活
面
の
意

思
疎
通
が
困
難
に
陥
り
、
純
潔
性
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
し
、
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そ
の
原
因
を
党
の
指
導
力
不
足
に
あ
る
と
し
た
こ
と
。
第
二
に
、

朝
鮮
語
が
外
来
語
か
ら
借
用
す
る
と
き
に
は
、
朝
鮮
語
の
固
有
の

語
法
に
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
民
衆
が
使
用
す
る
慣
用
的
語
棄
以

外
に
は
な
る
べ
く
借
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
し
た
こ
と
で
あ

る
L
。
朝
鮮
語
事
業
の
将
来
性
に
つ
い
て
、
社
説
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
。
「
今
後
の
語
文
問
題
は
、
民
族
の
利
益
と
繁
栄
、

中
国
と
い
う
大
家
族
の
な
か
の
民
族
団
結
あ
る
い
は
兄
弟
民
族
の

共
同
繁
栄
に
な
に
が
有
利
で
あ
る
か
と
い
う
点
か
ら
出
発
し
な
け
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
主
体
民
族
の
言
語
で
あ
る
漢

語
を
積
極
的
に
学
習
し
、
漢
語
の
語
彙
を
借
用
す
る
こ
と
で
共
通

語
を
掌
握
し
、
朝
鮮
語
の
な
か
の
共
通
成
分
を
増
や
し
て
民
族
昏
冒

語
を
豊
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
ま
さ
に
民
族
語
の
固
有

の
立
場
を
自
ら
放
棄
し
た
、
「
主
体
民
族
」
の
言
語
（
漢
語
）
へ

の
投
降
声
明
で
あ
っ
た
。

　
五
九
年
四
月
三
十
日
に
開
か
れ
た
延
辺
朝
文
準
傭
会
で
は
、

「
朝
鮮
語
規
範
化
の
原
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
第
二
次

討
論
会
」
が
定
め
た
、
漢
語
か
ら
新
た
な
こ
と
ぱ
を
音
訳
し
て
各

民
族
問
の
共
通
成
分
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
基
本
精
神
に
添
う
決

　
　
　
（
刎
）

定
で
あ
う
た
。

　
こ
の
と
ぎ
に
制
定
さ
れ
た
朝
鮮
語
規
範
化
の
原
則
は
、
建
国
以

来
最
初
の
規
定
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
語
規
範
化
は
音
借
用
（
漢
語
音

を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
こ
と
）
、
音
読
（
漢
語
の
漢
字
を
朝
鮮
語

音
読
と
し
て
借
用
す
る
こ
と
）
、
意
訳
（
対
応
す
る
朝
鮮
語
語
彙

に
翻
訳
す
る
こ
と
）
の
三
領
域
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
音
借
用
の
場
合
。
①
朝
鮮
語
に
な
く
て
音
読
し
て
も
そ

の
意
味
が
分
か
ら
な
い
語
彙
と
術
語
は
音
借
用
す
る
、
②
音
読
し

て
適
当
で
は
な
い
語
彙
と
術
語
は
音
借
用
す
る
、
③
朝
鮮
語
に
す

で
に
あ
る
こ
と
ぱ
で
も
朝
鮮
族
人
民
が
以
前
か
ら
使
用
し
て
い
る

語
彙
と
術
語
は
そ
の
ま
ま
音
借
用
す
る
。
（
例
）
整
改
（
整
理
し

改
選
す
る
）
川
自
イ
引
、
桂
号
（
登
録
す
る
）
叫
亙
、
館
子
（
料
理

店
）
せ
ス
一
、
批
発
（
卸
売
り
）
判
せ
、
排
長
（
小
隊
長
）
到
せ
な

ど
。　

（
二
）
　
音
読
の
場
合
。
①
漢
語
を
朝
鮮
語
に
借
用
す
る
と
き
、

漢
字
を
朝
鮮
語
音
読
し
て
も
語
音
と
意
味
上
に
ま
っ
た
く
誤
解
が

生
じ
な
い
語
彙
と
術
語
を
音
読
す
る
、
②
す
で
に
朝
鮮
族
言
語
の

漢
字
語
に
そ
の
語
彙
と
術
語
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
朝
鮮
族
人
民

が
以
前
か
ら
漢
語
語
彙
と
術
語
を
使
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
音
読
と
し
て
借
用
す
る
。
（
例
）
総
路
線
尋
王
袖
、
函
授
（
通
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信
教
育
）
曹
牛
、
糠
票
（
食
糧
切
符
）
曹
王
、
成
本
（
原
価
）
老

且
」
な
ど
。

　
（
三
）
　
意
訳
の
場
合
。
音
借
用
・
音
読
し
て
も
単
語
の
意
味
が

理
解
で
き
な
か
っ
た
り
誤
解
が
生
じ
る
も
の
は
意
訳
す
る
。
（
例
）

中
暑
（
同
射
病
）
峯
叫
曽
、
分
紅
（
利
益
を
分
け
る
）
牛
刊
甚
州
、

生
荒
地
（
未
開
拓
地
）
一
H
オ
、
代
皆
所
（
代
理
販
売
所
）
叫
司

せ
哨
土
な
ど
。

　
以
上
に
例
示
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
語
語
彙
の
漢
語
化
が
進
み
、

朝
鮮
族
の
間
で
は
漢
語
学
習
が
積
極
化
し
た
。
そ
し
て
、
延
辺
に

お
け
る
朝
鮮
語
の
地
位
は
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。

　
五
八
年
六
月
二
二
日
の
『
延
辺
日
報
』
は
、
朝
鮮
族
に
お
け
る

漢
語
学
習
の
「
意
義
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
朝
鮮
族

人
民
の
兄
弟
民
族
言
語
に
対
す
る
学
習
熱
は
、
偉
大
な
る
整
風
運

動
の
勝
利
の
結
実
で
あ
り
、
州
全
体
の
民
族
幹
部
た
ち
の
崇
高
な

愛
国
主
義
思
想
の
具
体
的
な
表
現
で
あ
る
」
「
兄
弟
民
族
の
言
語

と
文
字
を
学
習
し
、
習
得
す
る
ご
と
は
、
党
の
社
会
主
義
建
設
路

線
の
要
求
で
あ
り
、
人
民
大
衆
が
わ
れ
ら
に
要
求
す
る
こ
と
で
も

あ
る
。
州
内
の
人
民
と
幹
部
は
、
兄
弟
民
族
の
言
語
を
学
習
す
る

こ
と
を
奨
励
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
朝
鮮
族
の
人
民
と
幹
部

は
漢
語
と
漢
文
字
を
学
習
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
漢

語
が
実
際
上
わ
が
国
の
民
族
の
共
通
語
に
な
っ
て
い
る
た
め
で

（
2
5
〕

あ
る
L
。
「
一
う
し
て
、
漢
語
学
習
は
愛
国
主
義
思
想
や
社
会
主
義

建
設
と
表
裏
一
体
の
政
治
的
行
為
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
以
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
偏
狭
な
漢
語
第
一
主
義

が
延
辺
地
区
を
飲
雇
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
愛
国
主
義
や
社
会
主
義
に
名
を
借
り
た
偏
屈
な
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
と
し
て
、
延
辺
地
区
に
は
熱
狂
的
な

漢
語
学
習
推
進
運
動
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
延
辺
に
お
け
る
教
育

政
策
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
反
右
派
闘

争
当
時
の
漢
語
学
習
運
動
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る
と
、
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
朝
鮮
族
の
最
高
学
府
で
あ
る
延
辺
大
学
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。
四
九
年
に
創
立
さ
れ
た
延
辺
大
学
は
、
五
九
年
度
以

前
に
お
い
て
は
朝
鮮
族
学
生
の
み
を
受
け
入
れ
た
、
き
わ
め
て
特

色
の
あ
る
民
族
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
教
育
言
語
は
朝
鮮

語
で
あ
っ
た
が
、
五
九
年
度
か
ら
は
漢
族
を
合
む
朝
鮮
族
以
外
の

学
生
募
集
を
始
め
た
。
そ
こ
で
、
朝
鮮
族
以
外
の
学
生
が
学
生
総

数
の
三
割
前
後
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

漢
語
が
朝
鮮
語
と
と
も
に
教
育
言
語
と
し
て
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
。
五
九
年
に
始
ま
る
こ
う
し
た
学
生
募
集
「
改
革
」
の
プ

ツ
シ
ュ
要
因
が
、
五
八
年
に
発
動
さ
れ
た
漢
語
学
習
推
進
運
動
で

あ
づ
た
。
延
辺
大
学
で
は
、
同
年
六
月
一
八
目
に
「
漢
語
学
習
推

進
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
あ
わ
せ
て
八
O
O
余
名
の
教
職
員
・
学

生
が
大
会
に
参
加
し
た
。
大
会
で
副
学
長
は
漢
語
学
習
の
必
要
性

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
力
説
し
た
。
「
第
一
に
、
社
会
主
義
建
設

の
総
路
線
が
わ
れ
ら
を
導
き
、
大
躍
進
の
形
勢
が
こ
れ
を
要
求
し

て
い
る
。
第
二
に
、
民
族
団
結
が
こ
れ
を
要
求
し
て
い
る
。
第
三

に
、
文
化
革
命
と
技
術
革
命
が
こ
れ
を
要
求
し
て
い
る
。
第
四
に
、

民
衆
も
社
会
も
こ
れ
を
要
求
し
て
い
る
」
。
副
学
長
に
続
い
て
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

部
長
や
教
員
、
学
生
が
漢
語
学
習
へ
の
決
意
を
表
明
し
た
。
そ
の

結
果
が
如
上
の
学
生
募
集
「
改
革
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
六
二
年

六
月
に
は
再
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
修
正
さ
れ
、
非
朝
鮮
族
学
生
の

募
集
が
停
止
さ
れ
て
、
教
盲
言
語
も
朝
鮮
語
の
み
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
六
六
年
に
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
漢
族
学
生
の
募
集

が
再
ぴ
始
め
ら
れ
、
漢
語
の
教
育
言
語
と
し
て
の
使
用
が
復
活

（
2
7
）

し
た
。
ち
な
み
に
、
募
集
対
象
の
学
生
が
朝
鮮
族
の
み
か
ら
非
朝

鮮
族
（
具
体
的
に
は
漢
族
）
に
拡
張
さ
れ
、
さ
ら
に
朝
鮮
族
の
み

に
限
定
さ
れ
、
の
ち
ま
た
非
朝
鮮
族
に
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
ジ
グ

ザ
グ
コ
ー
ス
の
過
程
で
、
受
験
言
語
も
朝
鮮
語
の
み
↓
漢
語
と
朝

鮮
語
（
反
右
派
闘
争
時
代
）
↓
朝
鮮
語
の
み
↓
漢
語
の
み
（
文
革

時
代
）
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
不
詳
な
点
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
漢
語
学
習
推
進
運
動
は
、
朝
鮮
族
の
小
中
学
校
に
も
広
が
っ
た
。

五
九
年
に
自
治
州
教
育
局
は
、
州
内
各
地
の
高
中
学
校
教
員
と
師

範
学
校
教
員
と
を
対
象
と
す
る
「
延
辺
漢
語
学
習
訓
練
班
」
を
設

置
し
た
。
こ
の
訓
練
班
で
は
、
漢
語
の
発
音
・
文
法
・
会
話
な
ど

を
短
期
間
に
教
え
た
。
訓
練
班
に
合
格
し
た
人
だ
け
が
教
員
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

三

「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」

朝
鮮
語
の
規
範
化

の
再
評
価
と

　
反
右
派
闘
争
の
過
程
で
否
定
さ
れ
た
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
の

理
念
は
、
延
辺
地
区
で
は
六
三
年
以
降
再
び
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な
う
た
。
朝
鮮
語
文
事
業
に
お
け
る
こ
う
し
た
方
向
転
換
は
、
周

恩
来
の
六
三
年
六
月
発
言
以
降
に
始
め
ら
れ
た
。
周
は
、
六
三
年

六
月
二
八
日
に
吉
林
省
を
視
察
し
た
。
こ
の
と
き
次
の
よ
う
に
表

明
し
た
。
「
朝
鮮
語
に
は
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
・
ソ
ウ
ル
・
延
辺
の
三
つ

の
標
準
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
朝
鮮
語
は
ピ
目
ン
ヤ
ン
を
標
準
と

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
が
朝
鮮
の
同
志
と
朝
鮮
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（
2
9
〕

人
民
の
す
べ
て
が
理
解
す
る
言
語
だ
か
ら
で
あ
る
L
。
こ
れ
は
、

五
二
年
四
月
に
延
辺
自
治
区
主
席
・
朱
徳
海
が
提
起
し
た
、
「
我

が
民
族
の
新
聞
．
刊
行
物
の
一
言
語
は
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
を
標
錐
す
る

べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
再
確
認
す
。
る
も
の
で
あ
っ
た
。
周

は
、
六
四
年
一
〇
月
に
も
北
京
で
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
協
調
委
員

会
代
表
団
を
接
見
し
、
同
じ
趣
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
た
。

　
延
辺
地
区
に
お
け
る
朝
鮮
語
文
事
業
の
方
向
転
換
の
背
後
に
は
、

中
ソ
関
係
の
延
辺
へ
の
特
殊
な
投
影
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
え

ば
、
六
〇
年
以
降
の
中
ソ
関
係
の
悪
化
が
北
朝
鮮
と
ソ
連
と
の
離

問
、
中
国
と
北
朝
鮮
と
の
接
近
を
促
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
一

年
九
月
に
北
朝
鮮
の
第
四
次
労
働
党
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
、
一
の

と
き
、
ソ
連
か
ら
は
コ
ズ
ロ
フ
中
央
委
負
会
書
記
が
、
中
国
か
ら

は
郵
小
平
中
共
中
央
委
員
会
書
記
が
そ
れ
ぞ
れ
団
長
と
し
て
参
加

し
た
ぴ
北
朝
鮮
は
、
「
ソ
連
人
民
は
わ
が
人
民
（
北
朝
鮮
）
の
解

放
者
で
あ
り
、
中
国
人
民
は
長
期
問
わ
た
っ
て
の
革
命
闘
争
で
わ

れ
ら
と
生
死
苦
楽
を
と
も
に
し
た
戦
友
で
あ
る
」
と
表
明
し
な
が

ら
も
、
中
ソ
対
立
に
お
い
て
は
中
立
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
し
か

し
、
同
年
一
〇
月
に
第
二
二
次
ソ
連
共
産
党
大
会
に
参
加
し
た
金

目
成
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
た
い
し
て
中
国
の
代
表
．
周
恩
来

と
と
も
に
反
対
の
立
場
を
と
り
、
六
二
年
以
降
は
ソ
連
の
修
正
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訓
）

義
と
反
申
共
政
策
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
と
北
朝
鮮

と
の
接
近
の
過
程
で
、
延
辺
の
指
導
者
の
北
朝
鮮
へ
の
傾
斜
が
強

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
申
国
の
指
導
者
も
延
辺
の
地
政
学
的
な
位
置

に
注
目
し
て
同
地
を
し
ば
し
ば
訪
問
し
た
。
た
と
え
ぱ
六
二
年
六

月
に
は
、
国
務
院
総
理
（
首
相
）
の
周
恩
来
が
、
六
四
年
に
は
朱

徳
（
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
長
u
国
会
議
長
）
と
董
必
武

（
国
家
副
主
席
）
と
が
延
辺
大
学
や
そ
の
他
の
教
育
．
文
化
施
設

を
視
察
し
た
。

　
さ
て
、
六
三
年
以
降
の
朝
鮮
語
文
事
業
改
革
の
要
点
は
、
五
七

年
の
「
紙
上
討
論
」
の
論
点
を
再
び
承
認
し
て
、
朝
鮮
語
の
規
範

化
に
お
け
る
漢
語
か
ら
の
借
用
を
可
能
な
か
ぎ
り
制
眼
す
る
一
一
と

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
朝
鮮
標
準
語
」
（
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
地
方
の
こ

と
ば
を
べ
ー
ス
．
と
す
る
朝
鮮
語
）
を
基
準
と
し
て
認
定
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。

　
六
三
年
八
月
二
九
日
に
は
、
「
自
治
州
民
族
語
文
歴
史
研
究
委

員
会
」
（
以
下
、
民
族
語
歴
史
委
）
の
設
立
が
吉
林
省
人
民
委
員

会
（
省
政
府
）
に
よ
っ
て
正
式
に
批
准
さ
れ
た
。
民
族
語
歴
史
委

は
五
七
年
＝
一
月
に
創
立
さ
れ
た
「
延
辺
朝
文
準
備
委
」
を
前
身

と
し
た
が
、
両
者
の
任
務
は
異
な
っ
て
い
た
。
準
備
委
員
会
は
、

朝
鮮
語
の
純
潔
を
批
判
し
、
朝
鮮
語
の
漢
語
か
ら
の
借
用
を
肯
定
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（95）　中国朝鮮族の「朝鮮語純化運動」と漢謂

す
る
立
場
に
た
っ
て
活
動
し
て
い
た
。
他
方
で
、
民
族
語
研
究
委

は
、
漢
語
か
ら
の
語
彙
の
借
用
を
拒
否
し
て
、
「
朝
鮮
標
準
語
」

に
よ
る
新
た
な
名
詞
・
術
語
を
作
製
す
る
立
場
に
た
っ
て
い
た
吐

李
浩
源
．
崔
允
甲
・
許
デ
ジ
ン
盾
ど
か
つ
て
「
紙
上
討
論
」
に
登

場
し
た
朝
鮮
語
研
究
者
ら
も
た
く
さ
ん
参
加
し
た
。
民
族
語
歴
史

委
は
、
六
三
年
四
月
九
日
に
は
『
朝
鮮
語
看
板
統
一
意
見
』
を
、

六
五
年
六
月
に
は
『
外
国
の
国
名
と
首
都
名
に
つ
い
て
の
規
範
』

　
　
　
（
3
2
）

を
作
製
し
た
。

　
六
四
年
一
〇
月
二
七
日
に
は
、
中
共
延
辺
州
委
の
承
認
を
得
て
、

民
族
語
歴
史
委
は
「
白
治
州
歴
史
言
語
研
究
所
」
（
以
下
、
歴
史

言
語
研
）
に
改
称
さ
れ
た
。
六
五
年
二
一
月
：
ハ
日
に
歴
塞
言
語

研
は
、
『
朝
鮮
語
名
詞
・
術
語
の
規
範
化
暫
定
方
案
（
草
案
）
』

『
第
一
次
朝
鮮
語
名
詞
・
術
語
の
規
範
意
見
（
草
案
）
』
を
自
治
州

民
族
事
務
委
員
会
（
以
下
、
「
民
族
委
」
）
に
報
告
し
た
。
「
民
族

委
」
は
、
六
六
年
三
月
一
〇
日
に
こ
の
報
告
内
容
を
各
県
・
市
政

府
、
人
民
公
社
、
国
営
の
工
場
・
企
業
、
延
辺
地
区
の
新
聞
社
・

出
版
社
・
放
送
局
な
ど
に
通
知
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鎚
〕

　
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
朝
鮮
語
名
詞
・
術

語
の
規
範
化
暫
定
方
案
（
草
案
）
』
の
要
点
は
、
五
点
か
ら
成
っ

て
い
た
。
第
一
に
、
朝
鮮
語
の
名
詞
・
術
語
は
民
族
化
・
大
衆

化
．
科
学
化
の
方
向
に
沿
っ
て
規
範
化
す
る
。
第
二
に
、
朝
鮮
語

の
名
詞
．
術
語
は
朝
鮮
人
民
と
中
国
の
朝
鮮
族
と
が
す
べ
て
理
解

で
き
る
と
い
う
原
則
に
沿
っ
て
規
範
化
す
る
が
、
一
部
の
語
彙
は

中
国
の
習
慣
的
用
法
に
沿
っ
て
規
範
化
す
る
。
第
三
に
、
新
た
な

単
語
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
既
存
の
朝
鮮
語
に
も
と
づ
い
て
規
範

化
す
る
。
し
か
し
、
既
存
の
朝
鮮
語
で
つ
く
る
こ
と
の
で
き
な
い

単
語
は
、
漢
語
か
ら
朝
鮮
語
に
音
読
す
る
か
、
原
音
の
ま
ま
使
用

す
る
。
第
四
に
、
国
内
外
の
地
名
・
人
名
・
民
族
名
称
・
国
家
名

称
は
原
音
に
し
た
が
う
。
第
五
に
、
外
来
語
は
一
般
的
に
固
有
語

か
、
や
さ
し
い
漢
字
語
に
か
え
て
使
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

し
か
し
、
朝
鮮
語
に
適
当
な
単
語
が
な
い
場
合
や
新
た
に
つ
く
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
外
来
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。

　
『
第
一
次
朝
鮮
語
名
詞
・
術
語
の
規
範
意
見
（
草
案
）
』
の
例
は
、

第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
表
か
ら
、
漢
語
表
現
か
ら
借
用
さ
れ
た
「
工
人
」
「
収
据
」

「
城
市
」
等
は
排
除
さ
れ
、
朝
鮮
語
固
有
の
語
彙
に
由
来
す
る

「
労
働
者
」
「
領
収
書
」
「
都
市
」
等
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
五
九
年
四
月
の
「
朝
鮮
語
規
範
化
の
原
則
」
以
降
、
朝
鮮
語
語

彙
の
漢
語
化
が
進
ん
だ
が
、
以
上
の
よ
う
に
六
四
年
一
〇
月
の
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第
一
表
　
第
一
次
朝
鮮
語
名
詞
・
術
語
の
規
範
意
見
（
草
案
）
の
例

漢
字
使
用
す
べ
き
で
な
い
表
現
　
　
　
　
統
一
す
べ
き
表
現

　
工
　
人
　
音
　
吐
　
（
Ω
O
Z
Ω
…
）
工
人
　
　
　
　
　
　
呈
暑
叫
　
　
（
カ
O
O
O
Z
Ω
－
＞
）
労
働
者

　
労
働
者
　
王
吾
叶
　
（
カ
〇
一
U
O
Z
O
－
＞
）
哨
働
者
　
　
　
ユ
、
呈
叫
　
　
（
Ω
向
d
Z
カ
○
－
＞
）
勤
労
者

収
　
据
　
今
　
刈
　
（
ω
d
Ω
向
○
）
収
据
　
　
　
　
　
　
零
今
肴
　
　
（
丙
く
向
O
Z
Ω
o
o
C
旨
○
Z
O
）
領
収
書

桂
号
信
　
叫
一
工
せ
　
（
O
ミ
＞
＝
O
ω
…
）
桂
号
信
　
　
　
号
ズ
辛
聖
　
（
U
向
⊂
2
0
臼
C
巾
K
向
O
Z
）
登
記
郵
便

　
上
　
班
　
借
　
せ
　
（
ω
＞
Z
O
ω
＞
ピ
）
上
班
　
　
　
　
　
青
　
そ
　
　
（
O
匡
C
－
Ω
向
O
Z
）
出
勤

　
下
　
班
　
叫
　
せ
　
（
ω
く
＞
ω
＞
－
）
下
班
　
　
　
　
　
目
　
ユ
」
　
　
（
↓
O
内
Ω
向
O
Z
）
退
勤

　
城
市
老
刈
（
ω
－
O
Z
O
臼
）
城
市
　
　
　
呈
刈
　
（
U
○
臼
）
都
市

　
演
員
牡
毛
（
く
内
O
Z
婁
向
O
Z
）
演
員
　
　
州
。
T
　
（
国
＞
⊂
）
俳
優

　
社
論
叫
毛
（
ω
＞
丙
O
Z
）
社
論
　
　
　
叫
｛
。
（
ω
＞
ω
向
O
－
）
社
説

　
　
（
出
所
）
　
中
国
朝
鮮
族
文
化
史
大
系
（
一
）
北
京
大
学
朝
鮮
文
化
研
究
所
編
『
言
語
史
』
、
民
族
出
版
社
（
北
京
）
、
一
九
九
五
年
、

　
　
　
　
　
　
三
〇
九
｛
＝
二
七
頁
。

　
　
（
備
考
）
　
ロ
ー
マ
字
は
朝
鮮
語
の
発
音
、
漢
字
は
発
音
に
対
応
す
る
語
彙
を
示
す
。

「
歴
史
言
語
研
」
設
立
以
降
に
お
け
る
朝
鮮
語
規
範
化
は
、
漢
語
　
　
を
否
定
す
る
「
朝
鮮
語
無
用
論
」
が
主
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
問
題

か
ら
の
借
用
を
排
し
、
既
存
の
「
朝
鮮
標
準
語
」
を
基
準
に
し
て
　
　
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
短
命
に
終
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ
り
に

し
ま
づ
た
。
六
六
年
に
文
化
大
革
命
が
始
ま
づ
た
か
ら
で
あ
る
。

文
革
期
の
延
辺
で
は
、
朝
鮮
語
学
習
が
軽
視
さ
れ
、
朝
鮮
語
使
用
　
　
　
本
稿
で
は
、
一
九
五
七
年
に
延
辺
地
区
の
朝
鮮
族
知
識
人
に
よ
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（97）　中国朝鮮族の「朝鮮語純化運動」と漢言吾

づ
て
提
起
さ
れ
た
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
の
民
族
言
語
政
策
史
に

お
け
る
意
味
を
考
察
し
た
。
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
に
お
い
て
は
、

「
朝
鮮
語
純
潔
論
」
が
活
発
に
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
語
の

規
範
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
漢
語
か
ら
の
借
用
を
排
除
し
よ
う
と
い

う
方
向
が
提
起
さ
れ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
朝
鮮
語
語
彙
の
漢
語

化
に
た
い
す
る
否
定
で
あ
う
た
。
こ
の
運
動
に
お
い
て
提
起
さ
れ

た
方
向
は
、
そ
の
後
の
反
右
派
闘
争
の
過
程
で
は
否
定
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
六
〇
年
代
前
半
の
中
国
と
北
朝
鮮
と
の
接
近

と
延
辺
知
識
人
の
北
朝
鮮
へ
の
傾
斜
の
時
代
に
は
、
「
朝
鮮
語
純

化
運
動
」
は
再
ぴ
再
評
価
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
朝
鮮
語

純
化
運
動
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
過
程
で
は
、
朝
鮮
語
規
範
化
問
題

に
た
い
す
る
意
識
が
深
め
ら
れ
た
。
こ
の
論
争
は
朝
鮮
語
の
規
範

化
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
方
向
づ
け
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と

ξ
冒
っ
て
よ
い
o

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
文
化
大
革
命
期
に
お
い
て
は
、
「
朝
鮮
語

純
化
運
動
」
は
漢
民
族
と
中
国
共
産
党
の
民
族
政
策
と
に
た
い
す

る
挑
戦
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
運
動
が
め
ざ
し
た
理
念

は
、
民
族
関
係
を
分
裂
さ
せ
る
謬
論
と
み
な
さ
れ
、
徹
底
的
に
批

判
さ
れ
た
。
民
族
語
の
主
体
性
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
べ
き

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
「
朝
鮮
語
純
化
運
動
」
の
考
察

は
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
、
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
運

動
が
提
起
し
た
議
論
は
、
今
日
の
民
族
語
問
題
に
お
い
て
も
切
実

な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
一
九
九
〇
年
の
人
口
統
計
に
よ
る
と
、
東
北
地
域
に
お
け
る
朝

　
鮮
族
屠
住
者
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
吉
林
省
（
一
一
八
万
三
五
六

　
七
人
の
う
ち
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
が
八
二
万
二
八
〇
一
人
で
、
長

　
白
朝
鮮
族
自
治
県
が
一
万
四
四
七
八
人
）
、
黒
龍
江
省
（
四
五
万
四

　
〇
九
一
人
）
、
遼
寧
省
（
二
三
万
七
一
九
人
）
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

　
（
二
万
二
一
七
三
人
）
、
北
京
（
七
七
一
〇
人
）
、
金
国
総
計
（
一
九

　
二
万
三
三
六
一
人
）
。
朝
鮮
族
人
口
に
た
い
す
る
詳
し
い
統
計
は
、

　
国
家
統
計
局
人
口
統
計
司
・
国
家
民
族
事
務
委
員
会
経
済
司
共
編

　
『
中
国
民
族
人
口
資
料
』
、
中
国
統
計
出
版
社
（
北
京
）
、
五
二
七
；

　
五
五
六
頁
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
2
）
　
崔
允
甲
他
『
中
国
・
朝
鮮
・
韓
国
に
お
け
る
朝
鮮
語
差
異
に
関

　
す
る
研
究
』
（
延
吉
）
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
二
五
二

　
三
二
五
三
頁
。

（
3
）
　
本
稿
は
一
九
九
九
年
度
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
修

　
士
論
文
「
中
国
の
少
数
民
族
教
育
と
言
語
政
策
（
朝
鮮
族
に
た
い
す

　
る
分
析
を
中
心
に
）
」
の
主
と
し
て
第
三
章
「
中
国
建
国
か
ら
一
九

　
六
〇
年
代
前
半
ま
で
の
朝
鮮
族
言
語
政
策
」
を
基
に
、
加
筆
・
削

　
除
・
訂
正
し
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
大
村
益
夫
「
中
国
の
朝
鮮
族
と
そ
の
言
語
状
況
」
（
『
F
↓

　
z
向
奉
ω
』
八
一
号
、
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
、
一
九
八
七
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年
）
。
岡
村
雅
享
「
中
国
に
お
け
る
民
族
教
育
と
朝
鮮
族
（
二
言
語

教
育
を
中
心
に
）
」
（
『
青
丘
学
術
諭
集
』
、
第
五
号
、
一
九
九
四
年
．
．

　
岡
村
雅
享
『
中
国
少
数
民
族
教
育
と
言
語
政
策
』
、
社
会
評
論
社
、

　
一
九
九
九
年
）
。
植
囲
晃
次
「
中
国
の
朝
鮮
語
規
範
化
文
献
に
見
る

　
規
範
制
定
者
の
『
規
範
語
』
観
（
文
化
大
革
命
終
結
以
降
）
」
（
『
国

　
際
開
発
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
六
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研

　
究
科
、
一
九
九
六
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
。

（
5
）
　
崔
允
甲
「
中
国
で
の
朝
鮮
語
規
範
化
と
朝
鮮
語
使
用
の
現
況
」

　
（
『
中
国
朝
鮮
語
文
』
（
延
吉
）
、
一
九
九
六
年
第
二
号
、
中
国
朝
鮮
語

　
文
雑
誌
社
）
。
ソ
・
ヨ
ン
ソ
ク
「
中
国
で
の
朝
鮮
語
使
用
現
況
と
そ

　
の
間
題
」
（
中
央
民
族
学
院
朝
鮮
語
講
座
編
『
朝
鮮
言
語
文
学
論
文

　
集
』
（
北
京
）
、
昆
族
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
。
リ
・
ユ
ン
キ
ュ

　
「
中
国
で
の
朝
鮮
語
文
事
業
に
お
け
る
民
族
語
文
政
策
を
論
じ
る
」

　
（
『
中
国
朝
鮮
族
文
化
研
究
－
延
辺
犬
学
第
一
次
中
国
朝
鮮
族
文
化
学

　
術
討
論
会
論
文
集
』
、
モ
ク
ウ
ォ
ン
大
学
出
版
社
（
韓
国
）
、
一
九
九

　
四
年
）
。

（
6
）
　
中
国
朝
鮮
民
族
文
化
史
大
系
（
一
）
北
京
大
学
朝
鮮
文
化
研
究

　
所
編
『
昔
冒
語
史
』
（
北
京
）
、
民
族
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
九
五

　
頁
。
（
7
）
　
北
朝
鮮
で
は
、
一
九
五
四
に
「
朝
鮮
語
綴
り
方
」
を
制
定
し
、

　
六
六
年
に
は
金
日
成
に
よ
っ
て
朝
鮮
語
が
規
範
化
さ
れ
、
．
平
壌
語
を

　
標
準
と
す
る
「
文
化
語
」
を
作
り
あ
げ
た
。
北
韓
（
北
朝
鮮
）
言
語

　
研
究
会
編
『
北
韓
の
言
語
革
命
』
（
ソ
ウ
ル
）
、
白
衣
出
版
社
、
一
九

　
八
九
年
、
　
一
一
｛
一
九
頁
。

（
8
）
　
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
〇
八
｛
二
〇
九
頁
。

（
9
）
　
同
上
『
言
語
史
』
、
二
〇
九
頁
。

（
1
0
）
　
『
延
辺
目
報
』
（
延
吉
）
、
　
一
九
五
七
年
三
月
一
目
。

（
u
）
　
編
集
部
「
朝
鮮
語
文
の
繁
栄
発
展
に
新
た
な
寄
与
を
す
る
た
め

　
に
」
、
『
延
辺
日
報
』
、
一
九
八
O
年
二
一
月
二
日
。

（
1
2
）
　
崔
允
甲
「
中
国
の
朝
鮮
語
規
範
化
問
題
」
、
『
延
辺
目
報
』
、
一

　
九
五
七
年
六
月
二
九
日
。

（
1
3
）
　
金
学
錬
「
わ
が
こ
と
ば
の
漢
字
語
に
つ
い
て
」
、
『
延
辺
日
報
』
、

　
一
九
五
七
年
五
月
三
目
。

（
M
）
　
李
浩
源
「
民
族
語
を
正
し
く
使
う
こ
と
に
注
意
し
よ
う
」
、
『
延

　
辺
日
報
』
、
　
一
九
五
七
年
三
月
一
目
。

（
1
5
）
　
許
デ
ジ
ン
「
民
族
語
規
範
化
の
正
し
い
道
」
、
『
延
辺
日
報
』
、

　
一
九
五
七
年
五
月
一
一
日
。

（
1
6
）
　
車
培
根
・
呉
泰
鏑
共
著
『
中
国
朝
鮮
民
族
言
論
史
』
（
ソ
ウ
ル
）
、

　
ソ
ウ
ル
大
挙
出
版
部
、
一
九
九
七
年
、
三
三
六
頁
。

（
1
7
）
　
前
掲
『
…
日
語
史
』
、
二
二
五
頁
。

（
1
8
）
　
『
人
民
日
報
』
、
一
九
五
八
年
四
月
一
九
目
。
編
写
部
編
『
当
代

　
中
国
民
族
工
作
犬
事
記
』
（
北
京
）
、
民
族
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、

　
一
一
七
頁
。

（
1
9
）
　
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
二
八
壬
二
二
九
頁
。
少
数
民
族
言
語
調

　
査
隊
の
詳
し
い
活
動
に
つ
い
て
は
庄
司
博
史
「
文
字
創
製
・
改
革
に

　
み
た
中
国
少
数
民
族
政
策
」
（
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
二
一

　
巻
四
号
）
を
参
照
。

（
2
0
）
　
社
説
「
少
数
民
族
語
文
薙
業
を
促
進
さ
せ
よ
う
」
、
『
人
民
日

　
報
』
、
一
九
五
八
年
四
月
一
九
日
。

（
2
1
）
　
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
＝
二
壬
二
三
二
頁
。
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（
2
2
）
　
社
説
「
語
文
工
作
全
線
に
お
い
て
の
地
方
民
族
主
義
を
反
対
し

　
よ
う
」
、
『
延
辺
局
報
』
、
一
九
五
八
年
九
月
二
五
目
。

（
2
3
）
　
社
説
「
語
文
工
作
の
社
会
主
義
方
向
を
堅
持
す
る
た
め
に
」
、

　
『
延
辺
目
報
』
、
一
九
五
八
年
一
一
月
六
日
。

（
2
4
）
　
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
三
六
三
二
五
四
頁
。

（
2
5
）
　
「
漢
語
を
学
習
し
て
祖
国
の
社
会
主
義
建
設
に
全
力
を
尽
く
す
」
、

　
『
延
辺
日
報
』
、
一
九
五
八
年
六
月
二
二
日
。

（
2
6
）
　
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
五
六
｛
二
五
七
頁
。

（
2
7
）
　
中
国
朝
鮮
民
族
文
化
史
大
系
（
四
）
北
京
大
学
朝
鮮
文
化
研
究

　
所
編
『
教
育
史
』
（
北
京
）
、
民
族
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
四
六
五

　
壬
四
七
五
頁
。

（
2
8
）
　
前
掲
『
；
日
語
史
』
、
二
五
九
頁
。

（
2
9
）
　
同
上
『
言
冒
語
史
』
、
二
八
一
頁
。

（
3
0
）
　
東
北
三
省
朝
鮮
語
文
事
業
事
務
室
の
李
ユ
ン
ギ
ュ
ウ
は
「
中
国

　
で
の
朝
鮮
語
文
事
業
に
お
け
る
艮
族
語
文
政
策
に
つ
い
て
L
と
い
う

　
論
文
の
中
で
、
六
三
年
か
ら
文
革
前
の
時
期
は
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
の
こ
と

　
ぱ
を
標
準
に
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
延
辺
大
学
第
一
次
中
国
朝
鮮

　
族
文
化
学
術
討
論
会
論
文
集
『
中
国
朝
鮮
族
文
化
研
究
』
（
延
吉
）
、

　
延
辺
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
九
四
｛
九
五
頁
。

（
3
1
）
　
段
千
期
『
北
朝
鮮
の
対
中
ソ
外
交
政
策
』
（
ソ
ウ
ル
）
、
南
芝
出

　
版
社
、
一
九
九
四
年
、
　
一
〇
二
頁
三
一
〇
九
頁
。

（
3
2
）
■
民
族
語
研
究
委
が
調
査
・
作
製
し
た
名
詞
・
術
語
、
『
朝
鮮
語

　
看
板
統
一
意
見
』
、
『
外
国
の
国
名
と
首
都
名
に
つ
い
て
の
規
範
』
に

　
つ
い
て
は
、
前
掲
『
言
語
史
』
、
二
八
二
｛
二
九
三
頁
を
参
照
。

（
3
3
）
　
同
上
『
言
語
史
』
、
二
九
八
｛
＝
二
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
石
按
幹
廿
一
一
朋
謂
議
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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